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ロックなどを、米国 ABCC 本部のあるワシントン DC とその実質的な病理学研究所であった AFIP
（Armed Forces Institute of Pathology:米軍病理学研究所）に送り、分析を進めていた。１９６０
 
の協力が欠かせない。第三に、原爆被害調査活動に関わった個人に対するインタビューも急がな
ければならない。これに関しては、アメリカでは RERF の主要メンバーであった W. Shull 氏、
J. Crow 氏、S. Jablon 氏、J. Yamazaki 氏などを考えている。このうち Shull、Crow 両氏について
はすでに高橋博子氏が聞き取りを試みているが、再度系統的な調査が必要であろう。また日本で
は、アーカイブズの専門家を中心として医学者である濵 清氏および土山秀夫氏に長崎原爆の聞
き取り調査を行った。今後も原爆投下直後の様子を知っている医学関係の人たちを探し出し、イ
ンタビューを行いたい考えである。当時のことを知っている人たちは、すでに高齢であるので急
ぐ必要がある。 
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